
他
代
邑
魂
屯
の
十

能
代
高
校
は
社
会
情
勢
や
経
済
状
況
の
変
化
に
対

応
し
な
が
ら
、

地
域
の
拠
点
校
と
し
て
教
育
目
標
を

達
成
す
べ
く
、

よ
り
充
実
し
た
教
育
体
制
の
確
立
と

環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
き
た
。
こ
の
十
年
間
の
取

り
組
み
の
中
で
、

い
く
つ
か
の
事
項
に
つ
い
て
述
ベ

た
い
。

【全
日
制
課
程
の
適
正
な
規
模
と
配
置
】

秋
田
県
は
、

少
子
高
齢
化
の
社
会
構
造
の
変
化
と
、

中
学
校
卒
業
者
の
大
幅
な
減
少
に
対
応
し
、

高
等
学

校
の
統
合
や
再
編
整
備
計
画
を
実
施
し
て
き
た
。

能

代
山
本
地
区
で
は
、

平
成
２５
年
に
能
代
北
高
校
と
能

代
商
業
高
校
が
統
合
し
て
能
代
市
緑
町
に
能
代
松
陽

高
校
が
開
校
し
た
。

今
後
、

能
代
工
業
高
校
と
能
代

西
高
校
の
統
合
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

能
代
高
校
は
、

平
成
１７
年
か
ら
１
学
級
減
と
な
り
、

現
在
は
６
学
級
２
３
５
名
の
定
員
で
あ
る
。

能
代
山

本
地
区
の
小
中
学
校
の
児
童

・
生
徒
数
の
減
少
も
深

刻
で
、

平
成
２７
年
度
入
試
で
は
残
念
な
が
ら
定
員
割

れ
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

今
後
も
こ
の
傾
向
は
続
く

こ
と
に
な
る
の
で
、

ク
ラ
ス
減
も
視
野
に
入
れ
た
学

校
経
営
が
求
め
ら
れ
る
。

【教
育
課
程
】

学
習
指
導
要
領
改
訂
に
と
も
な
い
、

理
科

・
数
学

が
平
成
２４
年
度
に
先
行
実
施
さ
れ
、

翌
年
に
は
全
て

の
教
科
で
新
課
程
が
完
全
実
施
さ
れ
た
。

平
成
２７
年

度
は
全
学
年
で
新
課
程
と
な

っ
て
い
る
。

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
や
学
力
向
上
の
た
め
に
何

度
か
教
育
課
程
が
見
直
さ
れ
た
。

平
成
１６
年
度
か
ら

二
期
制
と
な
り
、

ま
た
、

週
１
日
５０
分
７
時
限
授
業

が
実
施
さ
れ
た
。

平
成
１９
年
に
は
５０
分
７
時
限
授
業

が
週
２
日
と
な

っ
た
。

さ
ら
に
、

平
成
２３
年
か
ら
は

４５
分
７
時
限
授
業
が
実
施
さ
れ
、

現
在
に
至

っ
て
い

る
。

今
後
も
、

さ
ら
な
る
学
力
向
上
を
目
指
し
、

大

学
入
試

へ
の
対
応
も
考
慮
し
な
が
ら
、

よ
り
良

い
教

育
課
程
を
模
索
す
る
必
要
が
あ
る
。

【
電
登
円
旦
８
邑

高
等
学
校
で
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
が
叫
ば
れ

る
中
、

平
成
１９
年
よ
り
、

本
校
で
電
≧

甲
豊
８
付
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
の
と
き
文
部
科
学
省
の
研
究
指

定
を
受
け
た
こ
と
も
あ
り
、

進
学
校
の
キ
ャ
リ
ア
教

育
と
し
て
全
国
的
に
知
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

本

プ

ロ
ジ

エ
ク
ト
で
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
中
心

に
、

職
業
や
大
学

・
学
問
研
究
、

ま
た
、

著
名
人
に

よ
る
講
演
会
な
ど
が
行
わ
れ
る
。
２
年
次
に
は
全
員

が
３
日
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
体
験
す
る
。
こ

れ
ら
に
は
大
変
な
労
力
と
時
間
を
要
す
る
が
、

こ
の

よ
う
な
体
験
を
通
し
て
生
徒
自
身
が
自
分
を
見
つ
め

直
し
、

「本
当
の
な
り
た
い
も
の
」
探
し
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

【
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ツ
プ
】

電
中】】
円
旦
の
命
命
の
大
き
な
柱
と
し
て
、
２
年
生
の

夏
季
休
業
中
に
３
日
間
の
日
程
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ツ

プ
が
実
施
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
１
年
次
に
行

っ
て
き

た
職
業
研
究
を
基
に
、

自
分
が
将
来
就
き
た
い
職
業

を
体
験
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

実
習
先
の
方
か

ら
仕
事
に
つ
い
て
直
接
お
話
を
伺

っ
た
り
、

実
際
に

業
務
を
体
験
す
る
こ
と
で
、

仕
事
を
す
る
こ
と
の
意

義
や
や
り
甲
斐
、

苦
労
な
ど
を
知
り
、

職
業
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ツ
プ
の
実
習
先
は
原
則
生
徒
の
希

望
優
先
で
あ
る
が
、

企
業
等
の
事
情
で
受
け
入
れ
て

も
ら
え
な
い
場
合
も
あ
る
。

例
年
、

秋
田
市
や
県
外

の
企
業
等
を
希
望
す
る
生
徒
も
い
る
。

実
習
に
関
わ

る
費
用
は
個
人
負
担
で
あ
る
。

さ
ら
に
実
習
先

へ
の

事
前
打
合
せ
の
連
絡
も
生
徒
が
行

っ
て
い
る
。
ま

びヱ



た
、

実
施
後
は
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
、

そ
の
後
、

ク

ラ
ス
内
発
表
や
校
内
発
表
会
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
ら

は
表
現
力
や
情
報
発
信
力
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
育
成
に
大
い
に
役
立

っ
て
い
る
。

【理
数
科
】

平
成
１５
年
度
、

青
少
年
の

「理
科
離
れ
」
の
対
応

と
数
学

。
理
科
強
化
の
た
め
に
、

普
通

・
理
数
科
の

く
く
り
募
集
の
形
で
理
数
科
が
新
設
さ
れ
た
。

翌
平

成
１６
年
に
４‐
名
か
ら
な
る
２
年
生
理
数
科
が
誕
生
し

た
。

理
数
科
は
普
通
科
理
型
と
異
な
り
、

数
学
と
理

科
の
専
門
教
科
の
単
位
数
が
多
く
、

課
題
研
究
や
秋

田
県
理
数
科
合
同
研
修
会
、

白
神
山
地
の
自
然
観
察

会
等
の
理
数
科
独
自

の
事

業
が
あ
る
。

平
成
２４
年

の
課
題
研
究
物
理
班
は

ロ
ケ
ッ
ト
甲
子
園
で
優
勝

し
、

翌
平
成
２５
年
ア
メ
リ
カ
で
開
催
さ
れ
た
さ
昼

宅
乃
の
に
出
場
し
た
。

理
数
科

の
特
色
を
活
か
し
、

科
学
的
思
考
力
を
高
め
、

創
造
的
な
能
力
を
育
成
し
、

将
来
の
科
学
者

・
技
術
者
の
卵
を
育
ん
で
い
る
。

【十
里
強
歩
】

能
代
高
校
伝
統
の
行
事
で
、

現
在
は
９
月
の
第

一

日
曜
日
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

隔
年
で
北

コ
ー
ス

（富
根

・
常
盤
）
と
南

コ
ー
ス
（森
岳

・
琴
丘
）
で
行

わ
れ
、

男
子
は
午
前
０
時
に
本
校
を
ス
タ
ー
ト
し
、

女
子
は
午
前
１
時
３０
分
に
ス
タ
ー
ト
し
、

能
代
高
校

を
目
指
す
。

最
近
は
完
歩
率
が
９７
％
を
超
え
る
。
こ

の
十
年
間
で
は
第
６２
回

（平
成
２‐
年
）
が
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
た
め
、

第
６６
回

（
平
成
２５
年
）

が
台
風
に
よ
る
荒
天
の

た
め
中
止
と
な

っ
た
。

実
施
に
あ
た

っ
て
は

Ｐ
Ｔ
Ａ
を
始
め
保
護
者

の
方
や
地
域
の
方
々
に

ご
協
力

い
た
だ
い
て
い

Ｚつ
。

【学
校
評
議
員
制
度
】

学
校
評
議
員
は
、

校
長
の
求
め
に
応
じ
て
、

教
育

活
動
の
実
施
、

学
校
と
地
域
社
会
の
連
携
の
進
め
方

な
ど
校
長

の
行
う
学
校
経
営
に
関
し
て
意
見
を
述

べ
、

助
言
を
行
う
。

本
校
で
は
４
名
の
評
議
員
に
よ

り
１０
月
と
２
月
の
年
２
回
評
議
員
会
を
開
催
し
、

地

域
の
声
を
学
校
経
営
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。

【学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
】

能
代
高
校
で
は

「学
校

・
家
庭

・
地
域
が
二
体
と

な

っ
た
学
校
づ
く
り
」
に
取
り
組
む

一
環
と
し
て
、

毎
年
学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
。
こ

れ
は
保
護
者
と
生
徒
を
対
象
に
毎
年
１２
月
に
実
施

し
、

集
計
し
て
お
り
、

回
答
率
は
９０
％
を
優
に
超
え

る
。
自
由
記
述
の
欄
も
含
め
、

結
果
を
各
学
年
や
各

分
掌
の
活
動
の
反
省
や
次
年
度
の
目
標
設
定
に
役
立

て
て
い
る
。

結
果
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
公
開
さ
れ

て
い
る
。

【校
内
授
業
研
究
会
】

教
員
の
授
業
力
向
上
を
目
的
に
、

研
修
部
主
催
で

年
２
回
校
内
の
授
業
研
究
会
を
実
施
し
て
い
る
。

年

度
始
め
に
共
通
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
、

テ
ー
マ
に
基

づ
い
た
授
業
研
究
を
行
う
。

そ
の
後
教
科
毎
の
研
究

会
協
議
を
通
し
て
、

教
員
相
互
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

図
り
、

生
徒
の
学
力
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
ね
ら

い
と
し
て
い
る
。

校
訓

「至
誠
力
行
」

の
も
と
、

教
育
目
標

の

「克

己
誠
実
」
「自
発
学
習
」
「部
活
精
励
」
「国
際
理
解
」

の
実
現
を
目
指
し
、

今
後
も
時
代
の
変
化
に
対
応
し

な
が
ら
教
育
活
動
に
遇
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

校内発表会

厚生医療センターの リハ ビリ

十 里 強 歩

似


